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小中一貫校「高島学園」 6 年生中学校体験から 
 高島学園では、6 年生が、普段から音楽を中学校の音楽室で授業を受けているなど、小学生が中学校で学ぶ機会があ

ります。1 月は中学校の生活を体験してもらいました。小中学校の大きな違いに、教科によって先生が変わるというこ

とや部活動があります。これらの違いに「楽しかった」という感想がたくさんありました。新鮮さもあったことと思い

ますが、どんな状況にも、前向きに対応し、「楽しい」と感じられることは大事なことです。4 月に中学校に入学してく

れるのが楽しみです。 

給食時のこんな感想もありました。「給食の食器を返す時、並んでいて混んでいました。そしたら、8 年生の人が「貸

して！」と言って食器を返してくれました。こんなかっこいい先輩になりたいと思いました。」また、部活動体験の中で

も、７、８年生が、わかりやすく教えたり、親切にサポートしたりする姿がたくさんありました。6 年生は、「先輩とう

まくやっていけるだろうか」というのが一番の不安です。その不安を一番よく知っているのが、７、８年生。その気持

ちを思いやる先輩としての行動でした。７、８年生の確実な成長を感じます。 

 ７、８年生は、4 月から本学園の最終ステージとなり、学園リーダーです。学園の児童生徒みんなが「高島学園が好

き」と言える学園にしてくれることと思っています。 



本物の力 
 「『つけられた（つけさせられた）学力』は、もろいも

のです。」と、ある教育座談会に参加したときの話です。 

第１８号の学校だよりで「『主体性』が実を結ぶ」とお

伝えしましたが、「自分が自らつけた力」にしてやること

が大事です。「つけられた力」は、すぐに使えなくなりま

す。人から言われて勉強したとしても、やる気なく行動

したとしても、その時、その場は進むように見えますが、

「この前も言ったのに」と、繰り返しになってしまうこ

とが多いものです。しかし、自分が「こうなりたい」「こ

うしたい」という気持ちで、動いたことは、「自分がつけ

た力」につながります。これが「本物の力」となります。 

 私たち大人の大事なことは、子どもたちに「こうなり

たい」「こうしたい」という気持ちを起こさせることです。

社会には、いろんな選択肢があります。今や、その選択

肢は多様で豊かな時代になり、思いをかなえる道も様々

となり、可能性が広がっています。「こうなりたい」をか

なえるために、自ら行動する「本物の力」が必要です。

大人の工夫で、子どもは自分で力（学力）をつけていき

ます。「認める」、そして、「気づかせる」言葉がけは、子

どもにエネルギーを与えます。 

また、子どもが「こうなりたい」と思う大人に近づく

努力を常々したいと思います。

３月の予定 
１日（水） 人権の日 

２日（木） ７、８年期末テスト 

３日（金） ７，８年期末テスト 

      生徒会事業委員会  

８日（水） 県立高等学校一般入試  

 １３日（月） 9 年同窓会入会式 

        卒業式予行会 

１４日（火） 卒業式 

１５日（水） 8 年確認テスト 

県立高等学校 

一般入試合格発表 

１６日（木） 県立高等学校二次出願 

２２日（水） 県立高等学校二次入試 

２３日（木） 大掃除 

２４日（金） 修了式 

２５日（土） 学年末休業 

         4 月 9 日（日）まで 


